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　村民主体の村政を目指し、毎年実施している村政懇談会が今年も開催され（７月11日～ 13日、７月18
日～ 20日）、村長をはじめとする村執行部と住民（参加総数562人）とで懇談を行いました。本号では各
地区自治会から事前に受けた質問･要望とその回答をご紹介します。なお、紙面の都合上一部のみの紹
介となります。詳細は自治推進課へお問い合わせください。
■問い合わせ	 自治推進課自治推進担当（☎282-1711 内線1272）

～地区自治会からの事前質問･要望とその回答～

平成24年度 村政懇談会

う
案
内
し
て
い
る
。

【
回
答
②（
自
治
推
進
課
）】村
で
は
、
自

治
会
へ
の
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
も
含

め
、
住
民
課
窓
口
に
転
入
届
が
提
出
さ

れ
た
際
や
、
都
市
政
策
課
に
建
築
確
認

（
調
整
区
域
に
限
る
）の
申
請
が
あ
っ
た

と
き
は
、「
ご
み
集
積
所
の
相
談
は
自

治
会
長
へ
」と
い
う
旨
の
掲
載
さ
れ
た

チ
ラ
シ（
自
治
会
連
合
会
作
成
）を
配
布

し
て
い
る

（
配
布
は

平
成
22
年

12
月
か
ら

開
始
）。

●
ご
み
集
積
所
の
新
設
等
は
相
談
を

【
要
望
】転
入
等
に
よ
り
、
ご
み
集
積
所

の
使
用
や
新
設
を
検
討
す
る
場
合
は
、

自
治
会
長
や
隣
接
す
る
班
長
に
相
談
す

る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。
既
存
の
も

の
を
使
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、
新
設

し
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
自
治
会
内
で
も

検
討
し
た
い
。

【
回
答
①（
環
境
政
策
課
）】清
掃
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
み
集
積
所
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
班

長
や
自
治
会
長
に
、
直
接
相
談
す
る
よ

村
政
懇
談
会
の

主
な
内
容

▼
村
長
に
よ
る
村
政
の
報
告

①「
東
海
村
自
治
基
本
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て（
制
定

の
経
緯
と
そ
の
内
容
）

②
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

③
４
月
４
日
に
行
っ
た
枝
野

経
済
産
業
大
臣
へ
の
意
見

･

問
題
提
起
の
内
容
に
つ

い
て

▼
行
政
か
ら
の
説
明

①「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
プ
ラ
ン
」に
つ
い
て

（
政
策
推
進
課
）

②「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想

（
仮
称
）」に
つ
い
て（
ま
ち

づ
く
り
国
際
化
推
進
課
）

▼
地
区
自
治
会
か
ら
の
事
前

質
問･

要
望
と
そ
の
回
答

※
本
号
で
主
な
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
自
由
質
問

※
主
な
内
容
は
広
報
と
う

か
い（
９
月
10
日
号
）で

紹
介
し
ま
す
。

耐
震
化
等
に
も
努
め
た
い
。

【
回
答
②（
消
防
防
災
課
）】土
砂
災
害
警

戒
区
域
へ
の
対
策
は
、「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
て
全
戸
配
布
し
た
ほ

か
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い

る
。
今
後
は
、
表
示
板
等
に
よ
る
危
険
箇

所
の
周
知
や
防
災
拠
点
施
設
へ
の
災
害
情

報
の
伝
達
方
法
の
確
立
等
を
進
め
た
い
。

真
崎
区
住
民
▼
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

う
ち
、長
さ
60
ｍ
ほ
ど
の
埋
め
立
て
で
、

危
険
を
防
止
で
き
る
箇
所
が
あ
る
。

建
設
水
道
部
長
▼
現
在
、
土
が
確
保
で

き
な
い
状
況
。
で
き
る
だ
け
早
く
公
共
事

業
で
出
た
土
を
利
用
し
、埋
め
立
て
た
い
。

真
崎
地
区

●
災
害
に
備
え
た
道
路
整
備
や
対
策
を

【
質
問
】中
央
地
区
区
画
整
理
地
内
の
避

難
道
路
の
整
備
と
土
砂
災
害

へ
の
防
災
対
策
を
知
り
た
い
。

【
回
答
①（
区
画
整
理
課
）】

避
難
道
路
の
整
備
は
施
工
計
画
を
踏
ま

え
、
関
係
部
署
と
協
議
の
上
、
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
く
。
防

災
対
策
は
、
避
難
道
路
の
整
備
改
良
の

ほ
か
、
防
災
性･

安
全
性
を
考
慮
し
た
公

園
等
、
避
難
場
所
の
確
保
や
防
災
拠
点

（
学
校･

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
）の

11日

中
丸
地
区

12日
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●
児
童
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
路
に

【
要
望
】マ
ラ
ソ
ン
道
路
等
の
朝･

夕
の
交

通
量
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
国
道
６
号

か
ら
入
っ
て
く
る
車
両
が
合
流
す
る

箇
所
は
混
雑
し
、
横
断
す
る
児
童
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
信
号
機

が
な
く
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
毎
日
立り

っ
し
ょ
う哨

し
て
い
る
が
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
、
安
心
し
て
渡
れ
る

よ
う
、
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答（
消
防
防
災
課
）】現
在
、
ひ

た
ち
な
か
西
警
察
署
に
要
望
し
、

通
学
路
の
安
全
点
検
も
含
め
、
警
察
で

調
査
を
進
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

船
場
区
住
民
▼「
み
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」の
策
定
の
中
で
も
協
議
さ
れ
た
が
、

信
号
機
が
近
い
こ
と
、
昼
間
の
交
通
量
が

少
な
い
こ
と
で
却
下
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
横
断
歩
道
を
ま
と

め
、
信
号
機
を
移
設
す
る
と
い

う
方
法
も
提
案
す
る
の
で
協
議

に
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
。

経
済
環
境
部
長
▼
信
号
機
の

移
設
は
、通
学
人
数
等
も
含
め
、

調
査
が
必
要
。
今
後
、
警
察
と

共
に
見
解
を
出
し
た
い
。

孫目東交差点

至･日立市至･水戸市

笠松

コンビニ●
おもいやりの道

おもいやりの道

交通量多

通学路
マラソン道路

国道６号

運動
公園

な
改
善
点
は
①
埋
め
立
て
内
容
の
事
前

チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
②
埋
め
立
て
可
能
な

土
砂
の
制
限
③
搬
入
は
県
内
の
土
砂
の

み
④「
事
業
主
」「
土
砂
等
を
発
生
さ
せ
る

者
」「
運
搬
す
る
者
」「
村（
指
導･

監
視
）」

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割･

責
任
を
明
記
⑤
罰
則

の
引
き
上
げ（
県
レ
ベ
ル
に
）―
―
な
ど
。

現
在
、
罰
則
強
化
に
必
要
な
検
察
庁
と

の
協
議
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

岡
区
住
民
▼
再
生
砕
石（
リ
サ
イ
ク
ル

材
）に
も
適
用
さ
れ
る
の
か
。

副
村
長
▼「
残
土
条
例
」に
は
適
用
さ
れ

な
い
が
、
公
害
防
止
の
観
点
か
ら
今
後

も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
環
境
破
壊
を
防
止
す
る
た
め
に

【
質
問
】村
指
定
緑
化
地
帯
に
廃
棄
物
業

者
が
入
っ
て
お
り
、
自
然
破
壊
が
危
惧

さ
れ
る
。
対
策
と
し
て
条
例
を
見
直
す

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
改
善
が

期
待
で
き
る
の
か
。

【
回
答（
環
境
政
策
課
）】土
砂
等
の
埋
め

立
て
に
よ
る
、
生
活
環
境
の
悪
化
や
災

害
を
防
止
す
る
た
め
の
条
例
と
し
て
施

行
さ
れ
た「
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例（
残
土
条

例
）」の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
が
、
主

は
、
災
害
に
素
早
く
対
応
で
き
る
防
災

教
育
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
。
新
た
な

整
備
場
所
は
、
地
区
の
中
心
に
あ
り
、

地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
保

育･

教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
最
適

な
場
所
だ
と
考
え
て
い
る
。

村
長
▼
村
松
地
区
は
、
長
い
歴
史
の
中

で
形
成
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
を

誇
り
に
多
く
の
方
が
住
ん
で
い
る
。
こ

の
地
区
は
村
の
拠
点
の
一
つ
。
災
害
の

リ
ス
ク
は
、
そ
の
形
態･

場
所
を
問
わ

ず
存
在
す
る
も
の
だ
が
、
危
機
管
理
方

策
を
検
討
し
、
徹
底
を
図
る
こ
と
で
、

対
処
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
幼
保
一
元
化
施
設
の
整
備
場
所

【
質
問
】村
松
保
育
所
と
宿
幼
稚
園
の
幼

保
一
元
化
施
設
の
整
備
場
所
が
決
め
ら

れ
た（
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西

側
）。
村
松
保
育
所
で
は
、
津
波
災
害

に
備
え
る
た
め
の
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
整
備
場
所
と

し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
▼
避
難
訓
練
は
、
安
全
教
育
の

一
環
で
あ
り
、
津
波
ば
か
り
で
な
く
、

地
震･

火
災
や
不
審
者
対
策
を
想
定
し

た
も
の
も
行
っ
て
い
る
。
大
事
な
こ
と

●
災
害
復
旧
箇
所
の
再
整
備

【
要
望
】外
宿
２
区
自
治
集
会
所
か
ら
河

川
敷
ま
で
の
道
路
は
、
災
害
復
旧
工
事

後
に
、
再
び
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
と
路

面
の
段
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
通

勤
等
で
交
通
量
が
多
い
道
路
な
の
で
、

早
急
に
工
事
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
回
答（
下
水
道
課
）】ご
指
摘
の
箇
所
は

６
月
下
旬
に
工
事
を
終
了
し
、
現
在
は

集
会
所
の
下
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

管
路
も
被
災
し
て
お
り
７
月
中
は
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。
※
集
会
所
の

下
の
工
事
も
終
了
し
ま
し
た
。

●
災
害
情
報
の
受
信
手
段
の
改
善

【
要
望
】い
ざ
と
い
う
と
き
に
戸
別
受
信

機
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
電
池
の
取
り

替
え
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
調
整
等
を
行
う
よ

う
啓
発
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答（
消
防
防
災
課
）】村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
防
災
行
政
無
線
や
戸
別

受
信
機
に
つ
い
て
の
案
内
を
す
る
と
と

も
に
９
月
の
防
災
月
間
に
は
、
防
災
意

識
を
醸
成
す
る
た
め
、
広
報
と
う
か
い

に
電
池
交
換
や
清
掃
を
促
す
内
容
を
掲

載
す
る
な
ど
し
て
啓
発
に
努
め
た
い
。

石
神
地
区

13日

村
松
地
区

18日

舟
石
川･

船
場
地
区

19日

白
方
地
区

20日
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③
中
丸
小
学
校
の
建
設
に
お
い
て
、
建

設
期
間
中
の
教
育
環
境
の
確
保
と
学

校
活
動
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
施
設

整
備
の
手
順
と
手
法（
新
校
舎
等
の

建
設
と
既
存
校
舎
等
の
解
体
を
効
率

的
に
行
う
た
め
の
具
体
的
な
方
策
）

④
そ
の
他
、
中
丸
小
学
校
に
対
し
、
設

計
者
と
し
て
独
自
に
考
え
る
提
案

　

今
回
特
定
さ
れ
た
設
計
者
が
示
し
た

技
術
提
案
書
は
、「
中
丸
小
学
校
建
設

設
計
者
特
定
委
員
会
」に
お
い
て
高
い
評

価
を
受
け
、
そ
れ
を
実
現
し
得
る
経
験

と
能
力
、
意
欲
を
持
ち
合
わ
せ
た
最
適

な
設
計
者
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　

今
回
紹
介
す
る
新
し
い
中
丸
小
学
校

の「
全
体
イ
メ
ー
ジ
」と「
平
面
イ
メ
ー

ジ
」は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
設
計

者
か
ら
提
案
さ
れ
た
現
段
階
で
の
計
画

で
す
。
今
後
は
、
こ
れ
を
基
に
、
内
容

に
つ
い
て
学
校
関
係
者
や
保
護
者
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
と
十
分
な
協
議
を
重

ね
、
そ
の
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

よ
り
具
体
的
な
設
計
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

村
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
日

も
早
い
新
し
い
中
丸
小
学
校
の
完
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
新
し
い
中
丸
小
学
校
の
建

設
に
伴
う
設
計
業
務
を
委
託
す
る
設
計

者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
特
定

し
、
平
成
25
年
３
月
の
設
計
完
成
を
目

指
し
て
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
…

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
、
複
数
の

設
計
事
務
所
を
対
象
に
、
設
計
能
力
や

過
去
の
設
計
実
績･

受
賞
歴
な
ど
の
事

項
と
、「
施
設
整
備
の
課
題
に
対
す
る

考
え
方
」な
ど
を
示
し
た
技
術
提
案
書

か
ら
、
そ
の
内
容
を
客
観
的
に
審
査
し

て
設
計
者
を
特
定
す
る
方
法
で
す
。

中
丸
小
学
校
設
計
の
４
つ
の
課
題

　

村
で
は
、
次
の
４
つ
の
課
題
を
提
示

す
る
と
と
も
に
、
設
計
業
務
の
実
施
体

制
や
実
施
方
針
に
関
す
る
提
案
を
募
り

ま
し
た
。

①「
東
海
村
立
中
丸
小
学
校
改
築
基
本

計
画
報
告
書
」に
示
す「
中
丸
小
学
校

改
築
の
基
本
理
念
」に
即
し
た
小
学

校
建
設
に
つ
い
て

②
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
は
も
と
よ

り
、
施
設
の
高
耐
久
化
と
長
寿
命
化
、

将
来
の
維
持
管
理
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
し

て
考
え
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
る
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

全体イメージ

●問い合わせ　学校教育課施設整備担当（☎282-1711 内線1417）

新しい中丸小学校の建設に向けて

4 ●



建
て
替
え
の
経
緯

　

昭
和
45
年
９
月
に
、
前
身
の
須
和
間

小
学
校
が
現
在
地
へ
移
転
し
、
翌
年
に

校
名
を
改
称
し
て
誕
生
し
た
中
丸
小
学

校
は
、
校
舎
建
設
か
ら
40
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。
施
設
の
老
朽
化
に
対
し

て
は
補
修･

修
繕
工
事
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、近
年
は
建
物
の
傷
み
も
進
み
、

教
育
環
境
の
変
化
に
も
十
分
な
対
応
が

で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

確
か
な
耐
震
性
能
を
備
え
た
安
全･

安

心
な
施
設
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る

た
め
に
も
、
全
面
建
て
替
え
を
も
っ
て

今
日
的
な
課
題
に
対
処
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

スケジュール

平　成
24年度

平　成
25年度

平　成
26年度

平　成
27年度

設計、
用地の取得
校舎の建設
工事（Ⅰ期）
校舎の建設
工事（Ⅱ期）
グラウンドの
整備工事

新校舎開校

新校舎開校

平面イメージ

拡張予定地
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１

　介護予防教室の開催、生きがいづくり支
援事業、生活機能が低下している方の早期
発見など、効果的で包括的、総合的な介護
予防システムの構築を進めます。

健康寿命を延ばすため、介護予防事業の
充実を図ります

高齢者の生きがいづくりと社会参加を支
援します

　社会参加や知識･技能を生
かした就労など、自立に向け
た環境づくりを進めることで
地域全体の活性化を図ります。

２

３

４

　支援が必要な高齢者の総合相談や、一人
暮らし･高齢者のみの世帯等への生活支援、
災害時要援護者の支援など地域の支え合い
体制を進めます。

孤立しやすい高齢者の暮らしを助け、みんな
で見守り、孤独死をなくす仕組みを整えます

　認知症に対する住民の理解を深め、地域
での支援体制を整備するため、
認知症サポーターの養成や医
療機関との連携を強化します。

認知症への理解を広げ、認知症高齢者を包み
込んで支える「住民の輪」をつくっていきます

高齢者の権利擁護に努め、安全･安心な
生活を支援します

　成年後見人制度利用を支援します。また、
高齢者虐待を早期発見、早期対応できるよ
う関係機関との連携を強化するとともに虐
待防止の普及啓発を行います。

５

高齢者を介護する家族の負担軽減を
図り、在宅介護を支援します

　家族介護者交流会の開催や介護用品を購
入するための費用の一部を助成するなど、
家族の精神的、経済的負担の軽減に取り組
みます。

６

　必要なときに必要なサービスを受けられ
るように各介護サービスの基盤を整備する
とともに、質の高いサービスを提供できる
ようサービス事業者に助言･指導します。

介護サービスの質を向上させるとともに、より
利用しやすい介護保険事業の運営に努めます

　訪問看護サービス、定期巡回･随時対応
型訪問介護看護を充実さ
せ、各医療機関との連携
強化を行います。

７

安心して終末期を迎えることができる
仕組みづくりを進めます

８

８つの施策目標

　村では、高齢者福祉や介護についての施策を推進する計画として、平成24年度から平成26年度まで
を計画期間とする「東海村高齢者福祉計画･介護保険事業計画（第５期）」を策定しました。
　この計画は「支えあいながら、自分らしく暮らせるまち」を基本理念に、高齢者が住み慣れた地域で健
康に活躍でき、介護が必要になっても安心して暮らせる環境づくりに向け、次の８項目を施
策目標として推進するものです。なお、事業計画は、村ホームページ、介護福祉課（役場行政
棟１階）、なごみ･総合支援センター、村立図書館、各コミュニティセンターでご覧になれます。
■問い合わせ	 介護福祉課高齢支援担当（☎282-1711 内線1164）

「東海村高齢者福祉計画･介護保険事業計画
（第５期）」の施策目標を紹介します

～支えあいながら、自分らしく暮らせるまち～

認知症サポー
ターの目印

オレンジリング
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●薬代の負担を軽減するジェネリック医薬品

　病院で処方してもらう医薬品には、最初に
作られた薬（新薬･先発医薬品）とジェネリッ
ク医薬品（後発医薬品）の２種類があります。
　薬の開発は、長い年月と膨大な経費がかか
ります。最初に作られた薬はある一定の特許
期間が過ぎると、厚生労働省に承認申請した
上で、同じ有効成分や効能を持ったものを他
社でもジェネリック医薬品として販売できる
ようになります。
　ジェネリック医薬品は、最初に作られた薬
と比べて研究や開発にかかる費用が少ないの

その⑧ ジェネリック医薬品

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1131）

で、基本的に価格が低く抑えられています。
　このため、ジェネリック医薬品の普及は、
薬代の負担の軽減とともに、医療保険財政の
改善にもつながると考えられています。
　医薬品は、病歴や体質を考えて出される医師
の処方箋が必要です。なお、全ての医薬品に対
してジェネリック医薬品が製造販売されている
わけではありません。また、調剤料等を含めた
価格を比べると大差のない場合もあります。ジェ
ネリック医薬品を希望するときは、まずはかか
りつけの医師･薬剤師によく相談してください。
●ジェネリック医薬品希望カードを配布しています

　ジェネリック医薬品を希望することを簡単
に伝えられるカードを
保健年金課（役場行政棟
１階）で配布しています
のでご利用ください。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

住
宅
の
補
修
等（
建
設･

購
入
、
宅

地
の
復
旧
を
含
む
）の
資
金
を
金

融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
際

の
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

■
対　
　

象　

①
震
災
発
生
時
に
自
身
ま
た

は
親
族
が
居
住
し
、「
り
災
証

明
書
」の
判
定
が
大
規
模
半
壊
、

半
壊
ま
た
は
一
部
損
壊（
別
荘･

店
舗･

倉
庫･

堀
等
お
よ
び
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
よ
る

解
体
支
援
金
を
受
給
し
た
方
を

除
く
）の
住
宅
を
自
身
ま
た
は
親

族
が
所
有
し
て
い
る
②
村
内
で
、

被
災
住
宅
の
補
修
や
そ
れ
に
代

わ
る
住
宅
の
購
入
、
宅
地
の
復

旧
を
行
う
③
震
災
発
生
日
以
降

に「
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融

支
援
機
構
」「
銀
行
」「
協
同
組
織

金
融
機
関
」と
、
住
宅
補
修
等

に
必
要
な
資
金
の
金
銭
消
費
貸

借
契
約
を
締
結
し
、
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
に
融
資
を
受
け

る
④
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

⑤
同
様
の
利
子
補
給
を
他
か
ら

受
け
な
い
―
―
を
満
た
す
方

■
利
子
補
給
金
額
と
支
払
い

▼
支
払
い	

年
１
回（
毎
年
２

月
予
定
）※
１
月
中
に
前
年
分
の

請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
利
子
補
給
対
象
期
間

　

償
還
開
始
の
月
か
ら
５
年
以

内（
無
利
子
期
間
ま
た
は
利
子
支

払
い
の
猶
予
期
間
等
が
あ
る
場
合

は
当
該
期
間
を
含
め
５
年
以
内
）

■
必
要
書
類　

▼
申
請
時	

①
利
子
補
給
金
申

請
書（
村
様
式
） 

②
被
災
住
宅
の

居
住
者
の
住
民
票
謄
本 

③
申
請

者
と
、
被
災
し
た
住
宅
の
所
有

者
お
よ
び
居
住
者
の
親
族
関
係

が
分
か
る
書
類 

④
契
約
書（
貸

付
利
率
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）の

写
し 

⑤
変
更
等
を
含
む
全
て
の

償
還
表（
返
済
予
定
表
）の
写
し 

⑥
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
売

買
契
約
書
の
写
し 

⑦
り
災
証
明

書 

⑧
納
税
証
明
書
ま
た
は
そ
れ

に
代
わ
る
書
類 

⑨
印
鑑 

※
村

内
在
住
の
方
は
個
人
情
報
同
意

書（
村
様
式
）の
提
出
に
よ
り
②

③
⑦
⑧
の
提
出
を
省
略
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
利
子
補
給
金
の
請
求
時（
毎

年
１
月
末
）	

①
利
子
補
給
金
請

求
書（
村
様
式
） 

②
金
融
機
関

等
か
ら
の
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書
の
写
し 

③
希
望
す
る

振
込
口
座
の
通
帳（
申
請
者
名

義
の
も
の
） 
④
印
鑑

■
申
込
期
限

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）に
都
市
政
策
課（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
２
４
８ 

役

場
行
政
棟
２
階
）へ
お
越
し
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東日本大震災関連のお知らせ

▼利子補給金額

利子補給対象月の
前月末融資残高

× ×2.0％ 1/12

※
１
…
住
宅
復
旧

工
事
は
６
４
０
万

円
、
宅
地
復
旧
工

事
は
３
９
０
万

円
、
宅
地
復
旧
を

伴
う
住
宅
復
旧
工

事
は
１
０
３
０
万

円
を
上
限
と
し
ま

す
。
※
２
…
借
入

利
率
が
２･

０
％

を
超
え
な
い
場
合

は
そ
の
利
率
と
し

ま
す
。

住
宅
の
補
修
等
の
資
金
を
金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た
方
へ

～
東
海
村
被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
制
度
～

※２※1
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講座名･講座内容 期　　日 時　　間 対象／定員

①女性のための骨盤ビューティー
　心身の心地よいバランスを見つけながら、美しく芯の強い身体

づくりを目指します。

９月13日･20日･27日、
10月４日（全て木曜日）

14：30
～16：00

女　性
／ 20人

②思い通りに写真を撮る ～デジタル一眼カメラ入門～
　すてきな写真を撮ろう！ カメラの機能を知ることで、撮影技術

のレベルアップを目指します。※各回とも座学です。

９月５日･19日、10月
３日･17日･24日（全て
水曜日）

14：00
～15：30

一　般
／ 30人

③ワンちゃんの気持ち
　今飼っている人もこれから飼おうと思っている人も、愛犬とよ

い関係を築くための大切なヒントを学びます（９月15日…座学、
９月29日…屋外実習）。※両日とも犬の同伴はできません。

９ 月15日･29日（全 て
土曜日）

13：30
～15：00

一　般
（親子可）
／ 30人

④筆ペン講座
　筆ペンで年賀状や芳名帳を書くための基本を学びます。
　※材料代が掛かります。

10月３日･17日、11月７
日、12月５日･12日（全て
水曜日）

10：00
～12：00

一　般
／ 10人

⑤楽しいトラベル英会話
　海外旅行先のいろいろな場面（空港･ホテル･観光･レストラン

等）で使う英会話を学びます。米国ハワイ出身のアゲナ先生と
ネイティブ独特の会話で旅行気分が味わえます。

９ 月20日･27日、10月
４ 日･11日･18日（全 て
木曜日）

10：30
～12：00

一　般
／ 20人

▼
第
４
期
中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

■
日

程

等	

下
表
参
照

■
対　
　

象	

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

■
受

講

料	

無
料

■
そ

の

他	

▼
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
▼
①
②
は
予
約
制
保
育

サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み	

講
座
申
込
書（
村
内
公
共
施

設
に
設
置
）を
持
参
す
る
か
、
は
が
き
に

▼
希
望
講
座
番
号（
複
数
可
）▼
住
所
▼
氏

受
講
生
募
集
と
講
座
の
紹
介

ま
な
び
の
と
び
ら

中央公民館講座ナビ　VOL３

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）
名（
ふ
り
が
な
）▼
性
別
▼
年
齢
▼
電
話
番
号
▼
①
②

の
み
保
育
サ
ー
ビ
ス
希
望
の
有
無（
希
望
者
は
子
ど

も
の
名
前（
ふ
り
が
な
）･

性
別･

年
齢
―
―
を
記
入
の

上
、
８
月
23
日（
木
）（
必
着
）ま
で
に
中
央
公
民
館

（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

キッズ

サイエンス

クラブ

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
24
年
第
２
回
東
海
村
議
会

定
例
会
で
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
職
務

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
方
で
、

政
治
お
よ
び
選
挙
に
関
し
公
正
な
識
見
を
有
す
る
方
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
職
務
は
、
選
挙
期
日
の
告
示
か
ら

投
開
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
の
選
任
な
ど
で
、
投
開

票
に
関
す
る
全
て
の
事
務
を
統
括
し
、管
理
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
24
年
７
月
３
日
か
ら
平
成
28
年

７
月
２
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内 

☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
３
１
３
）

東
海
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

お
も
ち
ゃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
う

か
い（
会
長･

金
子
記
一
さ
ん
）の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
指
導
の
下
、

工
作
を
通
し
て
、
電
気
の
通
り

方
や
デ
ザ
イ
ン
、
モ
ー
タ
ー
走

行
の
仕
組
み
を
学
ん
で
い
ま
す
。

互
い
に
教
え
合
う
な
ど
、
楽
し

く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

左から本多さん、菊池さん、大友さん、伊藤さん

▼
中
央
公
民
館
講
座
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
！

東
海
村
選
挙
管
理
委

員
会
委
員

8 ●

伊い
と
う藤　

　

究
き
わ
む

（
船　

場
）

大お
お
と
も友　

捷と
し
お夫

（
石
神
内
宿
）

菊き
く
ち池　
　

等
ひ
と
し

（
豊　

白
）

本ほ
ん
だ多 

喜き

く

お

久
男

（
村　

松
）

8 ●8 ●8 ●



　

私
た
ち
の
ま
ち
東
海
村
は
、
昭
和
30
年（
１
９
５
５

年
）に
村
松
村
と
石
神
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

悠
々
と
し
た
久
慈
川
の
流
れ
、
白
い
砂
青
い
松
林
、
そ

の
眼
前
に
は
太
平
洋
が
果
て
し
な
く
広
が
る
自
然
に
恵

ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
日
本
の
原
子
力
発

祥
の
地
と
し
て
科
学
技
術
と
伝
統
的
文
化
が
融
合
す
る

活
気
あ
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
分
権
型
社
会
、
少
子
高
齢
化
、
高
度

情
報
化
時
代
」の
到
来
に
よ
り
、
社
会
構
造
が
大
き
く

転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
確
固
た
る
ま
ち
づ
く
り

を
未
来
へ
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
村
民
自
ら
考
え
、
自
ら
が
決
め
、

そ
し
て
自
ら
が
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
」地
方
自
治

の
精
神
に
則
り
、
誰
も
が
協
働
し
参
画
で
き
る
村
民
に

よ
る
自
治
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
地
方
自
治
の
精
神
を
基
本
理
念
と

し
て
、
誇
り
を
持
っ
て
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
こ
に
、
新
た
な
自
治
の
規

範
を
定
め
る「
東
海
村
自
治
基
本
条
例
」を
制
定
し
ま
す
。

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
本
村
の
自
治
の
基
本
的
な
原

則
並
び
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
村
民
、
村
議
会
及

び
村
の
執
行
機
関
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
地
域
自
治
及
び
村
政
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
が
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
協
働
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

（
条
例
の
位
置
付
け
）

第
２
条　

こ
の
条
例
は
、
本
村
自
治
の
基
本
原
則
及
び

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的
な
原
則
を
定
め
た
最

高
規
範
で
あ
り
、
村
民
及
び
村
は
、
こ
の
条
例
を
誠

実
に
遵
守
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

２　

村
は
、
こ
の
条
例
の
内
容
に
即
し
て
、
他
の
条
例
、

規
則
等
の
制
定
及
び
改
廃
に
当
た
り
、
整
合
性
を
図

る
も
の
と
し
ま
す
。

（
用
語
の
定
義
）

第
３
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
意
義

は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

　

前　
　

文

　

第
１
章　

総　
　

則

東海村の自治の基本ルールを定める

東海村自治基本条例

【東海村自治基本条例】

　“村民自ら考え、自らが決め、そして自らが責任を持って行動する”という地方自治の精神に
基づき、誰もが協働し、参画できる、村民による自治を実現するための規範を定めた「東海村
自治基本条例」が６月議会で可決、制定されました。今回はその全文を紹介します。
　なお、この条例は、今後のまちづくりに役立てていこうとするものです。皆さんがいろいろ
な活動を行なう上で関わりの深いものとなりますので、本号の９ページから12ページまでを
取り外してぜひご活用ください。

●問い合わせ　自治推進課自治推進担当（☎282-1711 内線1272）

平
成
24
年
10
月
１
日
施
行 

～保存版～

東
海
村
自
治
基
本
条
例

―
―
―
―
―　

目　
　

次　

―
―
―
―
―

前　

文

第
１
章	

総
則（
第
１
条 

― 

第
５
条
）

第
２
章	

村
民
の
権
利
と
役
割（
第
６
条 

― 

第
８
条
）

第
３
章	

地
域
自
治（
第
９
条 

― 

第
11
条
）

第
４
章	

村
議
会
の
責
務（
第
12
条 

― 

第
15
条
）

第
５
章	

村
の
執
行
機
関
の
責
務（
第
16
条 

― 

第
21
条
）

第
６
章	

村
政
運
営（
第
22
条 

― 

第
28
条
）

第
７
章	

住
民
投
票（
第
29
条
・
第
30
条
）

第
８
章	

自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会（
第
31
条
）

第
９
章	

条
例
の
見
直
し（
第
32
条
）

附　

則
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（
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
）

第
４
条　

村
民
及
び
村
は
、
次
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）　

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
２
）　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

（
３
）　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）　

美
し
く
住
み
良
い
ま
ち
を
未
来
に
継
承
す
る
た

め
の
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

（
自
治
の
基
本
原
則
）

第
５
条　

村
民
及
び
村
は
、
村
民
の
幸
せ
の
た
め
、
次

に
掲
げ
る
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
協
働
し
て
自
治
を

推
進
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）　

村
民
主
体
の
原
則　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
、

村
民
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）　

情
報
共
有
の
原
則　

村
政
に
関
す
る
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
。

（
３
）　

参
画
と
協
働
の
原
則　

村
民
が
積
極
的
に
村
政

に
参
画
し
、
村
民
同
士
又
は
村
と
協
働
し
て
、
よ
り

責
任
の
あ
る
役
割
を
担
う
こ
と
。

（
４
）　

補
完
性
の
原
則　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
村
民
と
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
の
も
と
に
協
働
す
る
こ
と
。

（
村
民
の
権
利
）

第
６
条　

村
民
は
、
平
和
で
良
好
な
環
境
の
下
で
、
自

由
及
び
幸
福
の
追
求
に
対
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
、

自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
権
利
を
有
し
ま
す
。

（
１
）　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
。

（
２
）　

村
政
に
関
す
る
計
画
や
政
策
の
着
想
段
階
か
ら

参
画
す
る
こ
と
。

（
３
）　

村
政
に
つ
い
て
の
情
報
を
知
る
権
利
を
有
し
、

村
に
対
し
、
村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
求
め
る

こ
と
。

（
村
民
の
役
割
）

第
７
条　

村
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
、
次

に
掲
げ
る
役
割
を
担
う
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）　

村
と
協
働
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
。

（
２
）　

互
い
の
活
動
を
尊
重
す
る
こ
と
。

（
３
）　

自
ら
の
行
動
と
発
言
に
責
任
を
持
つ
こ
と
。

（
事
業
者
等
の
役
割
）

第
８
条　

事
業
者
等
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

地
域
社
会
と
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
や

す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
村
民
組
織
の
尊
重
）

第
９
条　

村
民
は
、
村
民
組
織
が
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
村
民

組
織
を
尊
重
し
、
守
り
育
て
る
も
の
と
し
ま
す
。

２　

村
は
、
村
民
組
織
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
尊
重

し
、
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
地
域
自
治
の
推
進
）

第
10
条　

村
は
、
地
域
の
特
性
と
自
主
性
が
生
か
さ
れ

（
１
）　

住
民　

村
内
に
住
ん
で
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

（
２
）　

事
業
者
等　

村
内
で
働
き
、
又
は
学
ぶ
人
及
び

村
内
で
事
業
を
営
む
、
又
は
活
動
す
る
個
人
若
し
く

は
法
人
そ
の
他
の
団
体
を
い
い
ま
す
。

（
３
）　

村
民　

住
民
及
び
事
業
者
等
を
い
い
ま
す
。

（
４
）　

村
民
組
織　

村
民
に
よ
り
自
主
的
に
形
成
さ

れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
互
い
に
協
力
し
、
多

様
な
活
動
を
行
う
組
織
を
い
い
ま
す
。

（
５
）　

村　

村
議
会
及
び
村
の
執
行
機
関
で
構
成
す
る

地
方
公
共
団
体
を
い
い
ま
す
。

（
６
）　

村
の
執
行
機
関　

村
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
を
い
い
ま
す
。

（
７
）　

ま
ち
づ
く
り　

ま
ち
を
活
気
の
あ
る
明
る
く
住

み
よ
く
す
る
た
め
の
事
業
や
活
動
を
い
い
ま
す
。

（
８
）　

自
治　

村
民
が
村
政
に
参
画
し
、
そ
の
意
思
と

責
任
に
基
づ
き
村
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
ほ
か
、
地

域
の
公
共
的
活
動
を
自
ら
担
い
、
主
体
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

（
９
）　

協
働　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
村
民
と
村
と

が
情
報
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が

ら
対
等
の
立
場
で
協
力
し
、
共
に
考
え
行
動
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

（
10
）　

自
治
会　

一
定
の
地
域
的
区
画
内
に
お
け
る
生

活
環
境
の
課
題
解
決
又
は
共
通
利
益
の
実
現
に
向

け
、
地
域
を
代
表
し
つ
つ
、
地
域
の
管
理
に
あ
た
る

村
民
組
織
を
い
い
ま
す
。

（
11
）　

地
域
自
治　

前
号
に
掲
げ
る
自
治
会
の
区
域
内

に
お
い
て
、自
治
会
が
自
主
的
及
び
自
立
的
に
活
動
し
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

第
２
章　

村
民
の
権
利
と
役
割

　

第
３
章　

地
域
自
治

広報とうかい（№810） 10 ●



た
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
自
治
の
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
地
域

自
治
の
確
立
に
向
け
、一
層
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
自
治
会
活
動
の
推
進
）

第
11
条　

住
民
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
自
治

会
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
自
治
会
に
加
入
し
、
可
能
な
分
野
で
持
て
る
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

２　

自
治
会
は
、
住
民
へ
の
加
入
促
進
に
向
け
、
村
と

協
働
し
て
必
要
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

３　

村
は
、自
治
会
の
主
体
性
及
び
自
主
性
を
尊
重
し
、

自
治
会
活
動
に
対
し
て
、必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
村
議
会
の
責
務
）

第
12
条　

村
議
会
は
、
村
民
の
代
表
機
関
と
し
て
、
村

の
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に

基
づ
く
政
令
又
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議

決
の
権
限
を
行
使
し
、
村
民
の
意
思
が
的
確
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

２　

村
議
会
は
、
村
の
執
行
機
関
の
活
動
を
監
視
し
、

評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
行
政
運
営
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

３　

村
議
会
は
、
政
策
の
立
案
、
提
言
の
内
容
の
充
実

を
図
る
た
め
の
調
査
研
究
活
動
に
努
め
ま
す
。

（
開
か
れ
た
議
会
運
営
）

第
13
条　

村
議
会
は
、
村
議
会
が
保
有
す
る
情
報
を
公

開
す
る
と
と
も
に
、
会
議
及
び
委
員
会
等
を
積
極
的
に

公
開
し
、
並
び
に
議
会
活
動
に
つ
い
て
村
民
に
説
明
す

る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
の
情
報
の
共
有
に
努
め
ま
す
。

（
村
議
会
議
長
の
責
務
）

第
14
条　

村
議
会
議
長
は
、
村
議
会
を
代
表
し
、
公
正

中
立
に
職
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
効

率
的
な
議
会
運
営
に
努
め
ま
す
。

（
村
議
会
議
員
の
責
務
）

第
15
条　

村
議
会
議
員
は
、
村
民
の
意
向
把
握
や
情
報

収
集
に
努
め
、
村
民
全
体
の
利
益
を
優
先
し
て
政
策

提
言
を
行
い
ま
す
。

２　

村
議
会
議
員
は
、
政
治
倫
理
の
確
立
に
努
め
、
公

正
か
つ
誠
実
に
責
務
を
遂
行
し
、
村
民
の
信
託
に
こ

た
え
ま
す
。

３　

村
議
会
議
員
は
、
村
議
会
の
責
務
を
自
覚
し
、
そ

の
誠
実
な
遂
行
の
た
め
自
己
研
鑽
に
努
め
ま
す
。

（
村
長
の
責
務
）

第
16
条　

村
長
は
、
村
の
代
表
者
と
し
て
村
民
の
信
託

に
こ
た
え
、公
正
か
つ
誠
実
に
村
政
を
運
営
し
ま
す
。

２　

村
長
は
、
こ
の
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
村
の
計

画
及
び
政
策
の
策
定
、
実
施
、
評
価
等
を
行
い
ま
す
。

（
村
の
執
行
機
関
の
責
務
）

第
17
条　

村
の
執
行
機
関
は
、
条
例
、
予
算
そ
の
他
の

議
会
の
議
決
に
基
づ
く
事
務
及
び
法
令
、
規
則
そ
の

他
の
規
程
に
基
づ
く
事
務
を
適
正
に
管
理
し
、
執
行

し
ま
す
。

２　

村
の
執
行
機
関
は
、
行
政
組
織
に
つ
い
て
効
率
的

か
つ
機
能
的
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
連

携
を
図
り
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
行
政
効
果
を
上

げ
る
よ
う
運
営
し
ま
す
。

３　

村
の
執
行
機
関
は
、職
員
を
適
切
に
指
揮
監
督
し
、

職
員
の
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
説
明
責
任
）

第
18
条　

村
の
執
行
機
関
は
、
村
政
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
、
そ
の
立
案
、
実
施
及
び
評
価
の
各
段
階
に

お
い
て
、
村
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

２　

村
の
執
行
機
関
は
、
村
民
か
ら
の
村
政
に
関
す
る

質
問
、
意
見
、
要
望
等
に
対
し
、
速
や
か
に
、
か
つ
、

誠
実
に
こ
た
え
ま
す
。

（
行
政
評
価
）

第
19
条　

村
の
執
行
機
関
は
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

村
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
常
に
村
政
運
営
の
目

標
と
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
達
成

度
を
検
証
し
、
事
業
の
効
果
的
な
選
択
及
び
質
の
向

上
並
び
に
財
源
や
人
員
の
効
率
的
活
用
を
図
り
ま
す
。

２　

村
の
執
行
機
関
は
、
施
策
や
事
務
事
業
の
評
価
結

果
を
公
表
し
、
村
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
村
政
運

営
を
推
進
し
ま
す
。

（
財
政
経
営
の
基
本
）

第
20
条　

村
の
執
行
機
関
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
、
計
画
的
な
財
政
経
営
を
図
る
と
と
も
に
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
財
政
の
健
全
化
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

２　

村
の
執
行
機
関
は
、
毎
年
度
の
予
算
及
び
決
算
そ

の
他
財
政
に
関
す
る
情
報
を
、
村
民
に
分
か
り
や
す

く
公
表
し
ま
す
。

（
村
の
執
行
機
関
の
職
員
の
責
務
）

第
21
条　

村
の
執
行
機
関
の
職
員
は
、村
民
の
た
め
に
、

公
平
、
公
正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行
し
ま
す
。

　

第
４
章　

村
議
会
の
責
務

　

第
５
章　

村
の
執
行
機
関
の
責
務
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表
し
ま
す
。

（
委
員
会
等
の
委
員
の
委
嘱
等
）

第
25
条　

村
は
、
委
員
会
等
の
委
員
と
し
て
委
嘱
等
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
公
募
の
委
員

を
加
え
、
男
女
比
率
、
年
齢
構
成
、
地
域
構
成
等
に

配
慮
し
、
村
民
の
多
様
な
意
見
を
反
映
し
ま
す
。

（
情
報
の
公
開
）

第
26
条　

村
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
村
政
の
実
現
を
図

る
た
め
、
村
政
に
つ
い
て
の
情
報
を
適
切
か
つ
速
や

か
に
公
開
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
保
護
）

第
27
条　

村
は
、
村
民
の
個
人
情
報
に
関
す
る
権
利
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、個
人
情
報
を
適
正
に
管
理
し
ま
す
。

（
総
合
計
画
等
）

第
28
条　

村
は
、
こ
の
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
総
合

計
画
を
定
め
、
計
画
的
な
村
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

２　

村
は
、
総
合
計
画
そ
の
他
村
の
施
策
の
基
本
と
な

る
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
村
民
参
画
の
機
会
を

保
障
し
ま
す
。

（
住
民
投
票
）

第
29
条　

村
長
は
、
村
政
の
特
に
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
直
接
住
民
の
意
思
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
村
議
会
の
議
決
を
経
て
住
民
投
票
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２　

村
は
、
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
ま
す
。

３　

住
民
投
票
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
都
度
投
票
で
き

る
人
、
投
票
結
果
の
取
り
扱
い
な
ど
を
規
定
し
た
条

例
を
別
に
定
め
ま
す
。

（
住
民
投
票
の
発
議
・
請
求
）

第
30
条　

住
民
の
う
ち
選
挙
権
が
あ
る
人
は
、
地
方

自
治
法（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
。
以
下「
法
」と
い

う
。）第
74
条
の
規
定
に
よ
り
、
住
民
投
票
を
規
定

し
た
条
例
の
制
定
を
村
長
に
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

２　

村
議
会
議
員
は
、法
第
１
１
２
条
の
規
定
に
よ
り
、

住
民
投
票
を
規
定
し
た
条
例
を
発
議
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
の
設
置
）

第
31
条　

村
長
は
、
こ
の
条
例
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
、
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会（
以
下「
推
進
委

員
会
」と
い
い
ま
す
。）を
設
置
し
ま
す
。

２　

推
進
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め

ま
す
。

（
条
例
の
見
直
し
）

第
32
条　

村
は
、
こ
の
条
例
が
常
に
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
も
の
で
あ
る
か
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
、
こ

の
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

２　

村
の
執
行
機
関
の
職
員
は
、
職
務
の
遂
行
に
必
要

な
知
識
と
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
協
働
し
て
行
う
村
政
運
営
）

第
22
条　

村
は
、
村
政
に
関
す
る
計
画
や
政
策
の
着
想

段
階
か
ら
村
民
の
参
画
を
促
進
し
、
村
民
と
協
働
し

て
村
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

２　

村
は
、
村
民
と
の
協
働
に
当
た
っ
て
は
、
協
働
の

考
え
方
及
び
相
互
の
役
割
分
担
を
あ
ら
か
じ
め
明
ら

か
に
し
、相
互
理
解
及
び
信
頼
関
係
を
構
築
し
ま
す
。

（
危
機
管
理
）

第
23
条　

村
は
、
原
子
力
事
故
に
よ
る
災
害
及
び
自
然

災
害
等
に
備
え
、
地
域
防
災
計
画
等
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
担
う
体
制
を
整
備
し
、
情
報
の
収

集
と
村
民
へ
の
提
供
及
び
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

２　

村
は
、
原
子
力
事
故
に
よ
る
災
害
及
び
自
然
災
害

等
に
備
え
、
村
民
及
び
関
係
機
関
と
の
協
力
、
連
携

及
び
相
互
支
援
を
図
り
ま
す
。

３　

村
民
は
、
原
子
力
事
故
に
よ
る
災
害
及
び
自
然
災

害
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
自
ら
を
守
る
努
力
を
す

る
と
と
も
に
、
相
互
に
協
力
し
て
自
ら
の
果
た
す
役

割
を
認
識
し
、
対
応
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
村
民
意
見
の
公
募
）

第
24
条　

村
は
、
重
要
な
計
画
及
び
政
策
の
策
定
又
は

変
更
に
つ
い
て
事
前
に
案
を
公
表
し
、
村
民
の
意
見

を
求
め
ま
す
。

２　

村
は
、
村
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
尊
重
し
、

必
要
に
応
じ
て
案
の
改
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

　

第
６
章　

村
政
運
営

　

第
７
章　

住
民
投
票

　

第
８
章　

自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会

　

第
９
章　

条
例
の
見
直
し

【東海村自治基本条例】

平
成
24
年
10
月
１
日
施
行 

　

附　
　

則
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日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
に

原
子
力
安
全
協
定
の
見
直
し
を
要
求

　

７
月
17
日
、
東
海
村
と
周
辺
５
市（
日
立

市･

ひ
た
ち
な
か
市･
那
珂
市･

常
陸
太
田
市･

水
戸
市
）か
ら
な
る「
原
子
力
所
在
地
域
首
長

懇
談
会
」（
座
長･

東
海
村
長
）は
、
日
本
原
子

力
発
電
株
式
会
社
に
対
し
、
東
海
第
二
発
電

所
の
原
子
力
安
全
協
定
の
見
直
し
に
関
す
る

要
求
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
動
の
可
否
判
断

に
係
る
協
議
、
今
現
に
原
子
炉
建
屋
内
の
燃

料
貯
蔵
プ
ー
ル
に
保
管
さ
れ
て
い
る
使
用
済

燃
料
の
安
全
対
策
に
係
る
協
議
な
ど
東
海

第
二
発
電
所
の
今
後
に
関
す
る
重
要
事
項
に

係
る
協
議
に
関
し
、
東
海
村
の
み
な
ら
ず
所

在
地
域
の
全
市
村
が
同
等
の
権
限
を
持
っ
て

参
加
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
４
２
）

●多くの目で要援護者を見守る
７月９日、いばらきコープ生活協同組合、生活協同
組合パルシステム茨城と「要援護者の見守り活動に
関する協定」を締結しました。これは、配達や個別
訪問などの日常業務の中で、新聞がたまっているな
どの異変に気付いたら村に連絡するという協定。こ
の締結により、多くの目での見守りが可能になると
ともに、要援護者の状況をいち早く察することがで
きます。村上村長は「大変心強いことです。申し出
に感謝しています」と話し、何歳になっても暮らしや
すい村を目指した取り組みに期待を寄せています。

●液状化現象の発生現場を見学しました
７月17日、「東海村の花「スカシユリ」と液状化現象の観察会」が実施され
ました。これは、村の自然を知ってもらい、郷土愛や自然保護意識の高揚
を図るために実施されたもの。参加者は、自生する「スカシユリ」や東海村
「ふるさと自然･文化」登録文化財を観察したほか、東日本大震災の際、液
状化現象によって大きな被害があった阿漕ヶ浦周辺を見学しました。地
震発生直後から村内の状況調査に携わってきた講師の菊池芳文さん（東
海村自然調査団調査員）は、「被害は地震による液状化で土砂が国道245
号側から低地の阿漕ヶ浦に滑り込んだことが原因。地割れはそのときにで
きた」と説明。参加者は「地割れや大きな段差は活断層ではないかと心配
したが安心した。自然の力の大きさを感じた」と熱心に観察していました。

左から佐藤洋一さん（いばらきコープ生活協同組合代
表理事理事長）、村上村長、小泉智恵子さん（生活協
同組合パルシステム茨城理事長）

液状化の様子（説明資料の一部抜粋）
作成：菊池芳文さん
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が
、
説
明
の
中
で「
保
育
士
を
目
指
し
て
い
る
人

に
は
お
勧
め
で
す
」と
言
わ
れ
、
保
育
士
を
目
指

し
て
い
る
私
は
、「
あ
あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
や
っ
て

み
た
い
な
」と
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
て
、
入
会
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

７
月
後
半
に
は
大
き
な
派
遣
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は「
自
然
体
験
学
習
の
旅
」で
す
。
私
は
、
こ
の

自
然
体
験
学
習
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担

い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
に
当
た
り
、
私
に

は
２
つ
の
目
標
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
小
学
生
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
な
行

動
を
す
る
こ
と
、
２
つ
目
は
夏
休
み
の
良
い
思
い

出
に
な
る
よ
う
な
自
然
体
験
学
習
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
小
学
生
は
リ
ー
ダ
ー
を
見
て
行
動
し

ま
す
。
私
た
ち
リ
ー
ダ
ー
が
し
っ
か
り
と
し
た
態

度
で
行
動
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、参
加
し
た
小
学
生
が
、「
行
っ
て
よ
か
っ

た
。
ま
た
来
年
も
行
き
た
い
」と
思
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
自
然
体
験
学
習
に
し
、
夏
休
み
の
思
い
出

と
し
て
心
に
残
る
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
私
の
高
校
生
会
で
の
目
標
は
人
任
せ

に
せ
ず
、自
分
で
で
き
る
こ
と
を
探
す
こ
と
で
す
。

今
の
私
は
何
か
あ
っ
て
も
人
に
任
せ
き
り
で
、
自

分
か
ら
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

自
分
か
ら
何
か
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
行
動
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
か
ら
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

私
が
高
校
生
会
と
初
め
て
関
わ
り
を
持
っ
た
の

は
、
小
学
４
年
生
の
と
き
に
行
っ
た「
子
ど
も
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」で
し
た
。
自
分
の
班
の
リ
ー

ダ
ー
は
も
ち
ろ
ん
他
の
班
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
、

と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
か
っ
こ
い
い
な
、

頼
れ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
時
間
が
た
ち
、
あ
ら
た
め
て
高
校
生

会
に
入
り
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
中
学
３
年
生
に

な
り
、
高
校
生
会
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
と

き
で
す
。
以
前
か
ら
、
高
校
生
会
は
学
童
に
行
っ

た
り
、
子
ど
も
会
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
す
る
と

聞
い
て
い
た
の
で
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

私
が
高
校
生
会
に
入
っ
た
理
由
と
、

今
の
課
題

県
立
東
海
高
等
学
校
１
年

村
松

安あ

ん

ど

う藤
　
友ゆ

り

か

莉
香

お
肉
の
マ
メ
知
識

“
買
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
お
肉
は
…
”

　

肉
は
、
空
気
に
触
れ
る
と
酸
化
し

て
鮮
度
も
風
味
も
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
購
入
し
た
肉
は
ト
レ
ー
か
ら
外

し
、
ラ
ッ
プ
で
密
閉
し
て
保
存
容
器

や
ジ
ッ
パ
ー
付
き
ポ
リ
袋
な
ど
に
入

れ
、
空
気
を
遮
断
し
、
乾
燥
を
防
い
で
保
存
し
ま
す
。
冷

蔵
保
存
の
温
度
は
５
℃
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
０
～

２
℃
で
の
保
存
が
理
想
的
で
す
。
こ
の
環
境
を
保
ち
、
賞

味
期
限
内
に
な
る
べ
く
早
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
冷
凍
保
存

は
１
回
で
使
い
切
る
量
に
小
分
け
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

家
庭
用
の
冷
凍
庫
で
風
味
を
損
な
わ
な
い
保
存
期
間
は
、

１
か
月
が
目
安
で
す
。
下
味
を
付
け
た
り
、
加
熱
し
た
り

す
る
と
、
冷
蔵
で
も
保
存
期
間
が
２
～
５
日
延
び
ま
す
。

例
え
ば
、
厚
切
り
の
豚
ロ
ー
ス
は
赤
み
そ
、
酒
、
み
り
ん
、

砂
糖
を
混
ぜ
た
中
に
漬
け
る
と
２
日
、
み
そ
を
落
と
し
て

ラ
ッ
プ
に
密
閉
す
れ
ば
、
さ
ら
に
２
日
冷
蔵
保
存
で
き
ま

す
。
鶏
肉
も
酒
蒸
し（
塩
少
々
と
酒
を
か
け
電
子
レ
ン
ジ
で

加
熱
）な
ど
の
加
熱
処
理
を
す
る
こ
と
で
、
２
～
３
日
は
保

存
で
き
ま
す
。
牛
す
ね
肉
な
ど
は
、
白
ワ
イ
ン
、
玉
ネ
ギ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
セ
ロ
リ
な
ど
の
香
味
野
菜
と
水
で
２
時
間
煮

込
み
、
肉
と
煮
汁（
こ
し
て
ス
ー
プ
ス
ト
ッ
ク
に
す
る
）を

分
け
て
保
存
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
手
間
加
え
て

保
存
す
れ
ば
、お
い
し
さ
も
、保
存
期
間
も
長
持
ち
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
保
存
方
法
の
ほ
か
、
肉
の
種
類
や
ラ
ベ
ル
表

示
の
見
方
、
お
い
し
い
肉
の
見
分
け
方
等
を
掲
載
し
た「
お
肉

の
Ｑ
＆
Ａ
」（
全
国
食
肉
公
正
取
引
協
議
会
発
行
）を
東
海
村

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
役
場
行
政
棟
２
階･

村
民
相
談
室
内
）

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
村
民
相
談

室
内 

☎
287
局
０
８
５
８
）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

写真左が今回の
エッセイスト

今どきの
青少年

ＶＯＬ .  １３５

エッセー頑張る
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舌
を
グ
ル
グ
ル
回
し
た
り
、
少
し
大
げ
さ
な
く
ら
い
に

や
り
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
顔
の
表
情
も
生
き
生
き
し

て
く
る
は
ず
で
す
。ぜ
ひ
習
慣
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
地
域
に
出
向
い
て
介
護
予
防
出
前
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は「
介
護
予
防
と
お
口
の
健
康
」の

話
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
や
団
体
等
で
出
前
教
室

を
希
望
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
少
人
数
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご
み･

総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
内 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５ 

フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
282
局
３
５
３
８)

国
民
年
金

だ 
よ 
り

年
金
を
少
し
増
や
せ
る

「
付
加
年
金
制
度
」

　

年
金
の
受
給
金
額
を
増
や
し
た
い
と
お
考
え
の
方
に

は
、「
付
加
年
金
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
定
額
保
険
料
に

付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し
て
支

給（
年
額「
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
」）

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間
納
め
た
場
合
、
付

加
保
険
料
の
総
額
は
２
万
４
０
０
０
円（
60
か
月
×
月
額

４
０
０
円
）、
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
支
給
さ
れ
る
付
加
年

金
額
は
１
年
間
で
１
万
２
０
０
０
円（
60
か
月
×
２
０
０

円
）と
な
り
ま
す
。
翌
年
以
降
も
年
間
１
万
２
０
０
０
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
年
間
で
元
金
が
戻
る
計
算

で
す
。
こ
れ
は
、
付
加
保
険
料
を
10
年
納
め
た
方
、
40

年
納
め
た
方
な
ど
付
加
保
険
料
の
納
付
期
間
に
関
係
な

く
、
ど
な
た
で
も
２
年
間
で
元
金
が
戻
り
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は
、
自
営
業･

学
生
な

ど
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
と
国
民
年
金
の

任
意
加
入
者
の
方（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方･

外
国
に

住
所
が
あ
る
方
）で
す
。
※
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
を
除
き
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
み
を
し
た

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、「
介
護
予
防
と
お

口
の
健
康
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

お
口
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
は
、
健
康
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
、
虫
歯
や
歯
周
病
、
口
臭
の
予
防
と
い
っ
た

口
の
中
の
問
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
予
防
の

入
り
口
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
口
で“
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
”は
、
日
常
生
活
で
の
楽
し
み
に
な
っ
た

り
、
生
き
る
意
欲
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
楽
し
く
お
い
し
く
食
べ
る
準
備
運
動

の“
健け

ん
こ
う口

体
操
”を
行
う
こ
と
で
、
頬
、
舌
、
唇
な
ど
の
筋

肉
が
鍛
え
ら
れ
、
か
む
力
や
の
み
込
む
力
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
唾
液
も
出
や
す
く
な
り
、
舌
が
滑

ら
か
に
動
き
、
食
べ
物
が
喉
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
り
ま
す
。

　

下
の
イ
ラ
ス
ト（
日
本
歯
科
予
防
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
）を
参
考
に
健
口
体
操
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」の
音
楽

に
合
わ
せ
て
体
操
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

自
分
で
歌
い
な
が
ら
行
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
一
緒

に
体
操
す
る
方
が
い
る
場
合
は
歌
っ
て
も
ら
い
、
交
互

に
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。
口
を
閉
じ
た
り
開
い
た
り
、

チ
ャ
ン
ネ
ル

50

口
腔
ケ
ア
は
、
介
護
予
防
の
入
り
口
で
す

介
護
予
防
出
前
教
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

健
口
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

おくちのたいそう

いち・にい・さんっ

おくちのたいそう

いち・にい・さんっ

むすんで♪むすんで♪ ひらいて♪ひらいて♪ ベロだして♪ベロだして♪

むすんで♪むすんで♪ またひらいて♪またひらいて♪ ベロだして♪ベロだして♪ そのベロはなに♪そのベロはなに♪

ベロを右に♪ベロを右に♪ ベロを左に♪ベロを左に♪ ベロをグルグル

まわします♪

ベロをグルグル

まわします♪

たのしくおいしく

たべましょう

たのしくおいしく

たべましょう

おくちのたいそう
いち･にい･さんっ

ベロだして♪むすんで♪ ひらいて♪

またひらいて♪むすんで♪ ベロだして♪ そのベロはなに♪

ベロを左に♪ベロを右に♪ ベロをグルグル
まわします♪

たのしくおいしく
たべましょう

→

→

→ →

→

→ →

→

→

● 15



こんにちは！
村立東海病院です

夏真っ盛りの暑さにだいぶ体も慣れてきたころでしょうか。しかし、あと一月もたつと日差しこそ
まだまだ強いものの、急に秋めいてきます。秋は一年で最もぜんそく発作が多くなってくる季節でもあ
ります。今回は、小児科からぜんそく発作の治療についてお話しします。

ぜんそくの治療を見直してみませんか？

　「小児ぜんそくは自然に治る」との誤解が、いまだに、一般の方ばかりではなく

医師の間にもあります。しかし、小児ぜんそくに関する最近の多くの調査結果から、

成人になるまでに治る確率は50 ～ 70パーセント程度にすぎず、残りの30 ～ 50

パーセントは成人に持ち越すか、再発することが明らかになってきました。一見、

発作が無くて治ったかに見えても、気管支では慢性炎症が続き、呼吸機能も低下

したままの再発準備状態にあることも少なくないことが報告されています。

　小児ぜんそくの１パーセント前後がぜんそく死するとこれまで報告されてきましたが、吸入ステロ

イド薬やガイドラインの普及などによって長期管理が改善され、わが国の小児ぜんそく死亡率は、最近、

著しく低下してきました。一方、小児ぜんそくによって死亡した患者さんの死亡前１年間のぜんそく

重症度は、軽症、中等症が半分以上を占めていると内外で報告されており、思いがけない突然のぜん

そく死が少なくないことも明らかになっています。

　小児のぜんそく死を防ぎ、長期予後を改善するためには、なるべく早期に診断し、環境を改善する

と同時に、個々の患者さんの状態に合わせて過不足がないように治療を選択し、調整していくことが

重要になってきます。小児は状態が変わりやすいので、１か月に１度は治療効果を確認し、調整します。

　治療を行うに当たっては、医師が患者の毎日の状態を十分把握することが不可欠で、毎日の発作状態

を記録したぜんそく日誌やピークフロー ･メーターによる簡易肺機能検査記録などがとても大切になっ

てきます。また、小学３･４年生以上になると、さらに詳しい肺機能検査ができるようになるので、年

に数回は検査し、現在の治療で良いのか、変える必要があるのかを判断する目安の一つにします。

　通常の治療の範囲内であれば、吸入ステロイド薬がアレルギーによる慢性気道炎症に最も有効で安

全性も高いと、世界的に評価されています。一方、途中で勝手に中断すると、ぜんそくが悪化してぜ

んそく死の危険性が一過性に高まることもあるので、減量や中止するときは医師と十分相談すること

が必要です。

　ここだけでは、アレルギーに関する情報を十分に伝えることができません。そこで、最新のアレルギー

情報が掲載され、無料で閲覧できる朝日新聞のホームページ、ライフ‐医療･健康欄から、アピタル

夜間学校シリーズの「アレルギー夜間学校」（http://inf.m2cc.jp/apitalschool/allergy/）を紹介します。

インターネットを通し、月１回の生中継のほか、その録画の再生を見ることができます。こちらも併

せて参照することをお薦めします。

村立東海病院小児科医　松
ま つ い

井　猛
た け ひ こ

彦

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

小児ぜんそくのより良い治療のために
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【
俳　

句
】

梅
雨
晴
れ
間
フ
ル
稼
働
す
る
花
ば
さ
み

東　

海　

佐
藤　

と
よ

演う

た歌
疎
く
な
る
老
鶯
や
止
ま
り
木
に

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

夕
暮
て
ど
く
だ
み
の
花
白
く
浮
く

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

か
な
か
な
が
今
日
の
猛
暑
を
連
れ
て
来
る

村　

松　

松
本　

正
勝

ホ
ト
ト
ギ
ス
庭
の
木
で
鳴
く
月
明
か
り

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

原
発
も
戦
爭
も
い
や
仏ぶ

っ
そ
う
げ

桑
花

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

集
会
所
に
鋸の

こ

引
く
音
や
朝
曇
り

豊　

白　

小
林　

久
男

唐
黍
と
ト
マ
ト
と
茄
子
の
一
輪
車

船　

場　

畑　
　

耕
太

　
　
【
短　

歌
】

は
じ
め
て
の
東
海
十
二
景
め
ぐ
り
歴
史･

文

化
の
認
識
新
た　

 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

早
朝
に「
お
は
よ
う
さ
ん
」と
声
か
け
て
ま
っ

黄
の
カ
ボ
チ
ャ
の
花
合
わ
せ
す
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

麦
畑
も
い
つ
の
ま
に
や
ら
宅
地
化
し
半
夏

生
の
朝
学
童
ら
往
く内　

宿　

村
上　

文
江

青
い
鳥
さ
し
出
す
指
に
止
ま
り
し
が
一
時

な
れ
ど
幸
せ
満
ち
た
り

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

水
溜
り
く
る
く
る
く
る
り

傘
ま
わ
し
た
わ
む
れ
な
が

ら
園
児
が
通
る

須
和
間　

柴
山　

靖
子

野
も
畑
も
み
ど
り
色
増
す
半
夏
生
梅
雨
の

晴
れ
間
の
光
り
眩
し
く

船　

場　

舛
井
庫
之
助

七
夕
に
織
姫
星
と
牽
牛
の
星
が
出
合
う
よ

天
の
川
に
て　
　

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

平
然
と
畑
な
か
歩
む
雉
子
一
羽
あ
さ
日
を

浴
び
て
わ
が
前
通
る村　

松　

桜
井　

秀
子

今
日
も
又
良
き
日
送
れ
て
夜
迎
ふ
平
和
に

過
ご
す
も
健
や
か
な
る
故

村
松
北　

黒
沢　

孝
子

【ギャラリーＡ（２階）】

ホワイトアース合同写真展
▼期　　間	 ８月19日(日) ～ 25日(土)
▼時　　間	 午前10時～午後６時（最終日は午後

３時閉館）
▼内　　容	 ホワイトアース写真教室の関係者と

そ の 仲 間 に よ
る写真展です。
四 季 折 々 の 身
近 な 自 然 の 風
景･花などを撮
影 し た 作 品 を
展示します。

企画展　中村義孝展
～進化するかたち～

▼期　　間	 ８月26日(日) ～９月８日(土)
▼時　　間	 午前10時～午後７時（最終日は午後

１時閉館）
▼内　　容	 県内在住の彫刻家、

中村義孝さん（筑波大学芸術学
系教授）の個展です。ブロンズ
を素材にしたユニークな具

ぐ し ょ う

象
彫刻による空間構成をご覧く
ださい。会期の初日、午後２
時から作者による作品解説を
行います。

全日本写真連盟
ひたちなか支部写真展

▼期　　間	 ９月９日(日) ～ 15日(土)
▼時　　間	 午前10時～午後６時（最終日は午後

２時閉館）
▼内　　容	 ひ た
ちなか市と近郊の
写真愛好家による
グ ル ー プ 展 で す。
季節ごとに、それ
ぞれが被写体を求
めて撮影してきた

風景写真･スナップ写真などの力作をテーマを
設けず展示します。撮影者の感性が凝縮された
作品をお楽しみください。

■場　　所	 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	 東海駅コミュニティ施設管理室
（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

　

原
爆
に
よ
る
被
爆
の
状
況
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
日

本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
が
制
作
し

た
写
真
パ
ネ
ル
30
枚

を
展
示
し
ま
す
。

●
期
日	

８
月
22
日（
水
）

●
時
間	

午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
場
所	

中
央
公
民
館

●
入
場
料	

無
料

●
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
平
和
委
員
会

事
務
局（
☎
282
局
０
２
２
９
）

原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展

「
原
爆
と
人
間
」を
開
催

● 17



お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 24 年 7 月１日現在（前月比）
世帯数 14,555 世帯 （＋２）
総人口 37,791 人　 （＋１）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●８月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

12日（日）茨城東病院 282-1151
19日（日）村立東海病院 282-2188
26日（日）尾形クリニック 282-4781
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

納期限 ８月31日（金）

納付
種別

村県民税（第２期分）
国民健康保険税（第２期分）
後期高齢者医療保険料（第２期分）
介護保険料（第３期分）

●８月の納付●

暮
ら
し

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
等
の
働
き
を
利
用

し
て
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で
す
。
浄

化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、

定
期
的
な
維
持
管
理（
保
守
点
検･

清
掃
）と

定
期
検
査（
法
定
検
査
）が
必
要
で
、
そ
の

実
施
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
守
点
検
▼
浄
化
槽
内
の
機
器（
送
風
機
や

タ
イ
マ
ー
な
ど
）が
正
常
に
作
動
し
て
い

る
か
の
点
検
と
放
流
先
が
不
衛
生
に
な
ら

な
い
よ
う
消
毒
剤
を
補
充
す
る
作
業
で
す

（
10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
浄
化
槽
の
場
合
、

年
３
～
４
回
）。
※
県
に
登
録
し
て
い
る

保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃
▼
年
１
回（
全
ば
っ
気
方
式
は
６
か

月
に
１
回
）以
上
、浄
化
槽
内
に
た
ま
っ

た
汚
泥
な
ど
を
抜
き
取
る
作
業
で
す
。

※
村
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
委

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
と

定
期
検
査
が
必
要
で
す

　

ひ
た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
の
各

消
防
署
で
は
、
救
急
隊
だ
け
で
は
対
応
が
困

難
な
事
態
に
備
え
る
た
め
、
消
防
車（
Ｐ4
ｕ
ｍ

ｐ
ｅ
ｒ
）と
救
急
車（
Ａ4
ｍ
ｂ
ｕ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）が
同

時
に
出
動
す
る
Ｐ
Ａ
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
の
通
報
状
況
に
よ
り
救
急
車
と
消

防
車
が
同
時
に
出
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

井
戸
の
所
有
状
況
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
上
水
道
管
の
破

損
に
よ
り
断
水
し
、
多
く
の
方
が
不
便
な
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
か
ら
自

治
会
と
村
は
、
井
戸
の
場
所
や
所
有
者
等
を

調
査
し
、
災
害
時
で
も
水
が
確
保
で
き
る
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す（
既

に
調
査
が
完
了
し
て
い
る
地
域
を
除
く
）。

期
間
▼
９
月
10
日（
月
）ま
で

調
査
方
法
▼
各
単
位
自
治
会
の
役
員
が
自

宅
を
訪
問
し
て
の
聞
き
取
り
ま
た
は
回

覧
に
よ
り
調
査
し
ま
す
。

消
防
防
災
課（
内
線
１
５
２
３
）

託
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
▼
保
守
点
検･

清
掃
が
正
し
く

行
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
が
放
流
さ
れ
て

い
る
か
検
査（
有
料
）す
る
も
の
で
す（
最

初
は
、
浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
か
ら
３

～
８
か
月
以
内
に
１
回
、
そ
の
後
は
年

１
回
）。
※
県
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
社

団
法
人
茨
城
県
水
質
保
全
協
会（
☎
291

局
４
０
０
４
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
環
境
対
策
課（
☎
301
局
２
９
６
６
）、

東
海
村
下
水
道
課（
内
線
１
２
２
３
）

Ｐ
Ａ
連
携
を
行
う
場
合
▼
▽
通
報
状
況
か

ら
傷
病
者
が
重
症
で
あ
る
と
疑
わ
れ
る

場
合
▽
傷
病
者
が
２
階
以
上
に
い
て
、
搬

送
が
困
難
と
予
想
さ
れ
る
場
合
▽
交
通

事
故
等
で
二
次
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
▽
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
救
急

隊
の
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

ひ
た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
東

海
消
防
署（
☎
282
局
２
０
３
８
）

「
東
海
村
み
ど
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催

　

村
で
は
、
み
ど
り
の
保
全
と
活
用
に
つ

い
て
考
え
る｢

東
海
村
み
ど
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
８
月
23
日（
木
） 

午
後
２
時
か
ら

場
所
▼
原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場
行
政

棟
５
階
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方
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福
祉

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

期
日
▼
８
月
20
日（
月
）

時
間
▼
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
午
後
０
時
15
分
～
１
時
30
分
を
除
く
）

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店

持
参
す
る
も
の
▼
▽
自
動
車
運
転
免
許
証

等
の
身
分
を
証
す
る
も
の（
初
め
て
献

血
を
す
る
方
と
過
去
の
献
血
で
本
人
確

認
が
済
ん
で
い
な
い
方
の
み
）▽
献
血
手

帳･

献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

金
婚
祝
賀
会
対
象
者
の
申
告
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
年
度
内
に
結

婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦（
昭
和
37
年

４
月
１
日
～
昭
和
38
年
３
月
31
日
に
結

婚
）を
祝
う
金
婚
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
各
地
区
の
民
生
委
員･

児
童
委
員

が
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
の
お
宅
を
訪
問
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
訪
問
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局

２
８
０
４
）

「
東
海
村
農
業
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催

　
“
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
”の
よ
り
一
層

の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
生
産
者
と

消
費
者
の
相
互
理
解
を
深
め
る｢

東
海
村

農
業
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
８
月
26
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
▼
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

｢

に
じ
の
な
か｣

交
流
ひ
ろ
ば

定
員
▼
先
着
１
２
０
人

内
容
▼
①
基
調
講
演 

演
題
…｢

今
日
の
さ

ま
ざ
ま
な
汚
染
下
で
の
有
機
農
業
の

持
つ
意
味
と
生
き
方｣ 

講
師
…
魚
住
道

郎
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
有
機
農
業

研
究
会
副
理
事
長
） 

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
…｢

広
げ
よ
う
！ 

生
産
者
と
消
費
者
が
共
に
支
え
る
環

境
に
や
さ
し
い
農
業｣ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
…
涌
井
義
郎
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ

し
た
を
拓
く
有
機
農
業
塾
代
表
理
事
）

参
加
費
▼
無
料

・

８
月
14
日（
火
）か
ら
21
日（
火
）ま
で

に
、
電
話（
月
曜
日
を
除
く
）ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ（
住
所･

氏
名･

電
話
番
号･

農
業
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
の
旨
を
明
記
）で
、
農

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
一
般
講
座

「
近
世
史
に
み
る
村
松
」を
開
催

日
時
▼
９
月
10
日（
月
） 

午
後
３
時
～
５
時

場
所
▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
先
着
50
人

講
師
▼
並
木
克
央
さ
ん（
茨
城
工
業
高
等

専
門
学
校
教
授
）

受
講
料
▼
無
料

・

東
海
村
観
光
協
会
事
務
局（
経
済

課
内 

内
線
１
４
３
８
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー「
グ
ル
ー
プ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」の
ご
案
内

期
日
・
対
象
▼
10
月
28
日（
日
）…
不
妊
に

悩
む
女
性
の
方 

11
月
25
日（
日
）…
不

妊
治
療
を
初
め
て
間
も
な
い
女
性
の
方 

12
月
23
日（
日
）…
不
妊
治
療
を
や
め
た

ま
た
は
不
妊
治
療
を
や
め
よ
う
か
悩
ん

で
い
る
女
性
の
方 

平
成
25
年
１
月
27

日（
日
）…
不
育
症
に
悩
む
女
性
の
方

時
間
▼
午
後
２
時
20
分
～
４
時
20
分

場
所
▼
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎（
旧
県
庁
）

定
員
▼
各
日
10
人
程
度

参
加
費
▼
無
料

各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
３
時

に
、
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー（
茨
城
県

産
婦
人
科
医
会
内 

☎
241
局
１
１
３
０
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は
、

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.ibaog.jp/funin/

index.htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
子
ど
も
家
庭
課（
☎
301
局

３
２
５
７
）

　

東
海
村
商
工
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
日
頃

の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
共
通
金
券
プ
レ
ゼ

ン
ト
セ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
村
内

の
商
業･

飲
食･

サ
ー
ビ
ス
店
で
、
５
０
０

円
お
買
い
上
げ
ご
と
に
１
ポ
イ
ン
ト
を
加

算
、
10
ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
と
共
通
金
券
が

当
た
る
抽
選
に
応
募
で
き
ま
す
。

実
施
期
間
▼
12
月
31
日（
月
）ま
で

実
施
店
舗
▼
プ
レ
ゼ
ン
ト
セ
ー
ル
の
の
ぼ

り
旗
や
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
が
あ
る
村

内
の
店
舗（
全
64
店
舗
）

内
容
▼
１
等
…
共
通
金
券
５
０
０
０
円
分

（
１
本
） 

２
等
…
共
通
金
券
２
０
０
０
円

分（
５
本
） 

３
等
…
共
通
金
券
１
０
０
０

円
分（
66
本
）※
抽
選
は
８
月
か
ら
平
成

共
通
金
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
セ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す

健
康･

医
療

25
年
１
月
ま
で
、毎
月
行
い
ま
す
。
な
お
、

当
選
者
の
発
表
は「
共
通
金
券
」の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
▼
実
施
店
舗
で
は
、
共
通
金
券
の

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
贈
答
品
等

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

東
海
村
商
工
会（
☎
282
局
３
２
３
８
）

内
容
▼
前
谷
津
地
区
の
整
備
計
画
等
に
つ

い
て
の
意
見
交
換

参
加
費
▼
無
料

都
市
政
策
課
都
市
整
備･

緑
化
推
進
担

当（
内
線
１
２
４
３
）※
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

業
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
７
８
６
７ 

287
局
７
８
６
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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・

９
月
３
日
参
加
希
望
の
方
と
保
育

サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望
の
方
は
、
８
月
27

日（
月
）ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

教
養･
ス
ポ
ー
ツ

　

村
で
は
、“
東
海
村
と
原
子
力
の
将
来

像
”を
検
討
す
る
た
め
、
国
や
県
、
原
子
力

な
ど
の
関
係
者
と
村
民
で
構
成
す
る「
東

海
村
を
原
子
力
セ
ン
タ
ー
に
す
る
懇
談

会
」と「
東
海
村
と
原
子
力
の
未
来
を
考
え

る
有
識
者
会
議
」を
設
置
し
、
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、「
東
海
村
原

子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）（
第
１
次
案
）」

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、「
東
海
村
意
見
公

「
東
海
村
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）

（
案
）」へ
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「
人
物
画
集
中
講
座
」を
開
催

　

村
美
術
連
盟
に
加
盟
す
る
方
が
講
師
と
な

り
、３
日
間
集
中
で
人
物
を
描
く
講
座
で
す
。

期
間
▼
９
月
６
日（
木
）か
ら
８
日（
土
）ま
で

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

定
員
▼
15
人
程
度（
最
少
催
行
人
数
10
人
）

受
講
料
▼
３
６
０
０
円
／
人

・

８
月
15
日（
水
）の
午
前
９
時
以
降

に
、東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
管
理
室（
☎

287
局
３
６
８
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

村
で
活
動
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
団
体

“
劇
団
と
み
か
る
”の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
▼
８
月
25
日（
土
）

時
間
▼
午
後
０
時
45
分
～
４
時
30
分

場
所
▼
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
小
学
生
以
上
の
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
、
室
内
用
の

運
動
靴
を
持
参
の
上
、
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

“
劇
団
と
み
か
る
”
の
特
別
体
験

レ
ッ
ス
ン
会
を
開
催
し
ま
す

　

村
音
楽
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
団
体

“
Ｍ
Ｆ
Ｔ
”と
そ
の
仲
間
が
、
ジ
ャ
ズ
や

ポ
ッ
プ
ス
な
ど
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

期
日
▼
８
月
26
日（
日
）

時
間
▼
午
後
０
時
15
分
～
５
時

場
所
▼
リ
コ
ッ
テ
ィ

入
場
料
▼
無
料

鈴
木
徹
さ
ん（
Ｍ
Ｆ
Ｔ
代
表 

☎
252
局

８
５
２
３
）

「
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｐ
ｏ
ｐ
ｓ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

in 

リ
コ
ッ
テ
ィ
」を
開
催

期
日
▼
10
月
14
日（
日
）※
雨
天
時
は
10
月

21
日（
日
）に
延
期
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
２
時

場
所
▼
か
み
ね
動
物
園

対
象
▼
小
学
生
と
４
歳
以
上
の
幼
児

定
員
▼
先
着
１
０
０
人

内
容
▼
当
日
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
ク
レ
ヨ
ン

を
受
け
取
り
園
内
の
動
物
を
写
生
し
ま

す
。
完
成
し
た
絵
は
園
内
に
展
示
す
る

ほ
か
、優
秀
な
作
品
に
は
賞
を
贈
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
写
生
会
に
参
加
す
る
方
は
当
日

の
入
園
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

妊
婦
の
た
め
の「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
開
催

　

妊
娠･

出
産･

育
児
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼
下
表
参
照

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
母
子
健
康
手
帳･

母
子
健
康

手
帳
副
読
本･

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無

料
）が
あ
り
ま
す（
９
月
８
日
を
除
く
）。

日　時 内　容
９月３日（月）
９:30 ～ 13:00
※エプロン･三角巾
をご持参ください。

助産師を交えた交
流、栄養の話と調
理実習

９月７日（金）
13:30 ～ 16:00

出産と産後の生活、
母と子の歯の健康、
マタニティシートベ
ルトについてなど

９月８日（土）
９:20 ～ 12:00
※エプロンをご持
参ください。

赤ちゃんのお風呂
の入れ方（実習）、
パパの妊婦体験 

子
育
て

劇
団
と
み
か
る（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内 

☎
282
局
８
５
１
１ 

tom
ical.

office@
gm
ail.com

）※
事
前
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

「
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

を
開
催

　

基
本
的
な
点
字･

点
訳
に
つ
い
て
学
ぶ
講

座
で
す
。
受
講
後
に
は
、
広
報
紙
等
の
点
訳

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま
す
。

期
日
▼
９
月
13
日
か
ら
平
成
25
年
２
月
14

日
ま
で
の
木
曜
日（
月
２
回
程
度･

全
10
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
で
初
め

て
点
字
を
学
ぶ
方（
先
着
20
人
）

参
加
費
▼
５
０
０
円
／
人（
テ
キ
ス
ト
代
）

・

８
月
31
日（
金
）ま
で
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」（
☎

283
局
４
５
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
第
６
回
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
か
み
ね
」写
生
会
を
開
催

・

10
月
13
日（
土
）ま
で
に
、
ひ
ま
わ

り
動
物
病
院（
☎
270
局
５
９
０
０
）ま
た
は

藤
原
獣
医
科
医
院（
☎
０
２
９
５
‐
７
２

‐
２
１
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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茨
城
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合･

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ
ッ
ト（
５
０
０
円
以
上
／
人
）を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
８
月
28
日（
火
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店（
西
側
入
り
口
前
）

安
武
明
さ
ん（
☎
０
９
０
‐
８
７
２
８

‐
８
０
２
１
）

「
24
時
間
テ
レ
ビ･

愛
は
地
球
を

救
う
」チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

【
防
衛
大
学
校
学
生
】

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
21
歳
未
満（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
１
次
試
験 

推
薦
…
９
月
29
日

募 集

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

（
土
）･

30
日（
日
） 

総
合
選
抜（
推
薦
と
併

願
は
不
可
）…
９
月
29
日（
土
） 

一
般（
前

期
）…
11
月
10
日（
土
）･

11
日（
日
） 

一
般

（
後
期
）…
平
成
25
年
３
月
２
日（
土
） 

２

次
試
験 

総
合
選
抜
…
10
月
20
日（
土
）･

21

日（
日
） 一
般（
前
期
）…
12
月
11
日（
火
）か

ら
15
日（
土
）ま
で
の
指
定
す
る
１
日 

一

般（
後
期
）…
平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

合
格
発
表
▼
推
薦･

総
合
選
抜
…
11
月
８

日（
木
） 

一
般（
前
期
）…
平
成
25
年
１

月
22
日（
火
） 

一
般（
後
期
）…
平
成
25

年
３
月
22
日（
金
）

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
21
歳
未
満（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
１
次
試
験
…
10
月
27
日（
土
）

･

28
日（
日
） 

２
次
試
験
…
12
月
５
日（
水
）

か
ら
７
日（
金
）ま
で
の
指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
▼
平
成
25
年
２
月
８
日（
金
）

【
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
】

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
24
歳
未
満（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
１
次
試
験
…
10
月
20
日（
土
）

２
次
試
験
…
11
月
17
日（
土
）･

18
日

（
日
）の
指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
▼
平
成
25
年
１
月
９
日（
水
）

【
受
付
期
間
】

　

９
月
３
日（
月
）
～
10
月
１
日（
月
）※
防
衛

大
学
校
学
生
の
推
薦
ま
た
は
総
合
選
抜
を

申
し
込
む
方
は
、
９
月
５
日（
水
）ま
で
、
一

般（
後
期
）を
申
し
込
む
方
は
、
平
成
25
年
１

月
23
日（
水
）～
２
月
１
日（
金
）と
な
り
ま
す
。

【

・

】

　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水
戸
募

集
案
内
所（
☎
226
局
９
２
９
４ 

http://
w
w
w
.m
od.go.jp/pco/ibaraki/

hq1-ibaraki@
pco.m

od.go.jp

）ま
た
は

東
海
村
総
務
課（
内
線
１
３
１
３
）

業
務
内
容
等
▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
の
事

務
補
助
業
務
等（
１
人
）

募 集

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

雇
用
要
件
▼
▽
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク

セ
ル
）の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
▽

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
―
―

を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
９
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で

勤
務
日
時
▼
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分 

※
月
１
日
程
度
土
曜
日
の
勤
務
が

あ
り
ま
す
。

賃
金
等
▼
賃
金
…
時
給
１
０
７
０
円 

諸

手
当
…
通
勤
手
当 

福
利
厚
生
…
社
会

保
険
と
雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
面
接
試
験
、
作
文「
仕
事
を

す
る
う
え
で
、
必
要
な
心
構
え
と
は
」

（
８
０
０
字
程
度
）

試
験
日
▼
８
月
23
日（
木
）

・

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局

２
８
０
４
）備
え
付
け
の
申
込
書（
願
書･

履
歴
書
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
顔
写
真

を
貼
り
付
け
、
雇
用
要
件
を
証
明
す
る
も

の（
自
動
車
運
転
免
許
証
）の
写
し
と
作
文

を
持
参
の
上
、
８
月
22
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
手
続
実
施
要
綱
」に
基
づ
き
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「（
仮
称
）」と
な
っ
て
い
る「
構
想
の
名
称
」

の
提
案
も
同
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

公
表
場
所
▼
①
ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進

課（
役
場
行
政
棟
３
階
） 

②
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー 
③
中
央
公
民
館 

④
村

立
図
書
館 

⑤
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
▼
公
表
場
所
備
え
付
け
の
様

式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
８
月
27

日（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、
持
参（
土･
日

曜
日
を
除
く
）･

郵
送･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
ま

ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
〒
３
１
９
‐

１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７
‐
１ 

287
局

０
３
１
７ 

m
atidukuri@

vill.tokai.
ibaraki.jp

）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
▽
必
要
事
項
の
記
入
が
な
い
も

の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
▽
内
容
に

つ
い
て
個
別
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。▽
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

「
東
海
村
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）」

の
策
定
作
業
の
参
考
に
す
る
と
と
も
に

公
表（
匿
名
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。
▽
構

想
案
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏

ま
え
、修
正
作
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
内
線

１
３
４
２
）
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東
海
村
に
住
み
６
年
が
た
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
気
候
も
よ
く
、
豪
雪
地
帯

出
身
の
私
た
ち
に
は
と
て
も
住
み
や
す

い
土
地
で
す
。
ま
た
、わ
が
家
に
吉き

っ
ぺ
い平（

１

歳
）が
誕
生
し
て
か
ら
は
、
村
の
福
祉
の

充
実
ぶ
り
に
あ
ら
た
め
て
気
付
き
ま
し

た
。
児
童
セ
ン
タ
ー
や
保
育
サ
ポ
ー
ト
す

く
す
く
、
長
堀
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス･･･

し

か
し
、
人
見
知
り
の
私
は
、
初
め
は
そ
の

よ
う
な
施
設
を
な
か
な
か
利
用
で
き
ず

に
い
ま
し
た
。
吉
平
が
６
か
月
に
な
る
ま

で
は
、
と
に
か
く「
お
世
話
し
て
あ
げ
な

け
れ
ば
」と
思
い
、
肩
に
力
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
主
人
は
子
煩
悩
で
、
家
事
な

ど
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
震
災
後

は
福
島
で
の
仕
事
が
増
え
、
疲ひ

ろ
う
こ
ん
ぱ
い

労
困
憊
。

そ
ん
な
主
人
に
子
守
を
お
願
い
す
る
な

ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
私
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
」と
思
い

な
が
ら
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
落
ち

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
き
、
同
じ
団

地
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
長
堀
す
こ
や
か
ハ

ウ
ス
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は「
も
っ

と
疲
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
渋
々
行
き

ま
し
た
が
、
入
り
口
を
の
ぞ
く
と
何
人
か

の
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー
ル
を

投
げ
合
っ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い

た
り
と
自
由
に
楽
し
む
様
子
が
目
に
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
光
景
に
圧

倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
自
然
に「
あ
の
中
で

遊
び
た
い
」と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
私

に
と
っ
て
大
き
な
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
児
童
セ
ン
タ
ー
や
保
育

サ
ポ
ー
ト
す
く
す
く
に
登
録
し
、
そ
の

時
々
に
出
会
う
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
か
ら
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
つ

つ
、
体
を
動
か
し
、
心
地
よ
い
疲
れ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
吉
平
は
、
団
地
の
皆
さ

ん
や
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
も
遊
ん
で

も
ら
い
、
表
情
豊
か
に
育
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
最
近
は
自
己
主
張
が
強
く
イ
ラ

イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
吉
平

が
一
番
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

お
互
い
落
ち
着
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

主
人
は
忙
し
い
中
で
も
、
吉
平
と
い

ら
れ
る
時
間
は
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
く
れ

ま
す
。“
お
父
さ
ん
、
毎
日
頑
張
っ
て

い
る
ね
！
”

そ
し
て
吉
平
、
毎
日
楽
し
ん
で
い
る

か
な
？ 

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
家
族
や
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
助
け
合
っ
て
い
け
た
ら
い
い
ね
。

東
海
村
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

上う

え

さ

か坂

郁い

く

こ子
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夢は…。“システムエンジニア”
中丸小学校６年●井

い の う え

上将
ま さ き

貴
　僕の将来の夢はシステムエンジニアになることです。
　夢を持つきっかけになったのは、３･４年生のころ、
学童で、僕が作った遊びをみんなが楽しんでくれたこ
とです。僕はその遊びをゲームにしようと思いました。
そのうちにゲームを作るだけのプログラマーでは物足
りないと思うようになりました。そのようなとき、子
ども用のプログラミングサイトを知りました。４年生
から始め、今ではプログラミングが得意になりました。
僕は機械がとても大好きで、いつも仕組みを知りたい
と思っていたので、機械を作るためのプログラミング
をする仕事はないかお母さんに聞いてみたら、システ
ムエンジニアという仕事があることを知りました。
　僕はもっと練習を積み重ねて、いつか本当のシステ
ムエンジニアになり、しっかり仕事ができるようにな
りたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-137

ちびっこ
美術館

“水族館”
　遠足で行った水族館の絵を描いて
くれた恋桜ちゃん（５歳）。大きな水
槽にたくさんの魚が泳いでいたそう
で、一番のお気に入りはイルカ――

「ここに描いたよ！」とにこにこしな
がら絵を見せてくれました。

ちゃん
●黒

くろ さ わ

澤恋
こ は る

桜
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